
指標 

（厚労省共通指標・ＤＰＣ指標）

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子

a．分母のうち入院後早期（2日以内）にアスピリンもしくはクロピドグレル

が投与された患者数 

b．分母のうち退院時にアスピリンもしくはクロピドグレルが投与された患

者数 

外来も含む 

分母 急性心筋梗塞の診断で入院した患者数

収集

期間
１ヶ月毎  

調整

方法

厚10 急性心筋梗塞患者におけるアスピリン 
Ａ）急性心筋梗塞患者における退院
時アスピリン投与率 Ｂ）急性心筋

梗塞患者における入院後早期アス
ピリン投与率 

心筋梗塞の二次予防としての標準的な診療が行われているかを測る 

a.最小値0.00 25％値41.67 中央値89.58 75％値95.99 最大値 100.00   

回答病院 71施設 

b.最小値88.89 25％値94.67 中央値100.00 75％100.00 最大値 100.00  

回答病院 71施設 

回答病院 53施設

 a.の各四分値や中央値は2018年から若干高くなっています。グラフに示すように受け入れ患者数（横軸）が

多いとおおむね受け入れ率（縦軸）は90％前後で各病院の傾向は同様です。受け入れ件数が20件を切るとばら

つきが大きくなります。分母の数が少なくなることの影響が大きいと考えますが、安定した体制を構築出来て

いない可能性もあると思われます。 

  b.でデータを出している病院は71と昨年より増加しています。四分位値や中央値は昨年より明らかに上昇し

ています。 

昨年までは退院時にアスピリンまたはクロピドグレルが投与されているb.の中央値はa.の入院二日以内投与

より小さい値でしたが、今回初めて大きくなりました。中央値が100％ですので、抗血小板剤投与の徹底が進ん

だと推測されます。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

2019年間数値報告 

考察・分析 
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